
 
 
 

 

 

斑点米カメムシ類（イネカメムシ、クモヘリカメムシ、アカスジカスミカメ） 
【被害】籾を吸汁することで不稔や玄米に斑点が生じる。 

また、被害が多いと品質や収量が低下する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～イネカメムシに対する薬剤散布のポイント～ 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

不稔

出穂期出穂始

0日 2～3日 10～15日

乳熟期イネの生育
ステージ

出穂後日数

糊熟期

圃場全体の
4～5割が出穂した日

圃場全体で
1～2割出穂した日

黄熟期

斑点米被害

病害虫発生予察注意報第 1 号より（茨城県病害虫防除所） 

水田内のすくい取り調査をした結果、発生量はやや多い～多い 
イネカメムシ 

（上：成虫、下：幼虫） 

適期防除が重要です！特に、イネカメムシの防除適期は出穂期なので、 

早めの散布を心がけてください！ 

図２ 薬剤散布時期による防除効果 

発生量が多い場合は、 
2 回散布を検討してください！ 

その場合は・・・ 

図１ イネの生育ステージと時期別の被害 

イネカメムシの発生が多くなっています。適期に防除しましょう!! 

令和７年７月 16 日 

茨城県県南農林事務所稲敷地域農業改良普及センター 

さらに7～10日後

出穂期
（１回目）

追加防除
（２回目）


